
様式第4-3-43号

氏 名 又
は 名 称

Ｎｏ. 馬力
燃料タンク
容　　　量

一日当たり
使 用 時 間

使用
日数

使用機械一
時間当たり
燃料使用量

所 要 数 量

(イ) (ハ) (ニ) (ホ) (ヘ) (ト) (ホ)×(ヘ)×(ト)

船舶の
動力源

１ 74.5PS 250 5 40 15.00 3,000.0

－ － 5 40 15.0 3,000.0

※
処
理
事
項

軽 油 使 用 者
の 業 種 名

免税軽油所要数量計算書

  岡 山 太 郎　漁船以外の船舶

計

(ロ)

用途

汽船県庁丸
10A(A123AB)

使用する機械・
車両のエンジン
の名称及び型式

－

時間 ﾘｯﾄﾙﾘｯﾄﾙﾘｯﾄﾙ

免税軽油使用者証に記
載された番号、名称、型
式及び馬力

通常は、１年間の使用予定
日数（ただし、県民局が別
に定めた期間がある場合
は、その期間内の日数）

免税軽油受払簿などから、実
績（使用時間、給油量など）を
基に記入してください。
新規購入の場合など、実績
がないときは、カタログの値
や販売店にお尋ねのうえ、記
入してください。

前回の所要数量に比べて、所要数量
が大きく異なる場合は、その理由を具
体的に余白に記入



様式第4-3-43号（裏面）

７　「所要数量」欄は、(ホ)×(ヘ)×(ト)の数量を記入すること。

８　「※処理事項」欄は、申請者において記載を要しない。

３　(イ)欄は、機械の使用者証記載番号を記入すること。

４　(ロ)欄は、エンジンの名称及び型式のほか現在までの使用年数も記入すること。

５　(ハ)欄は、標準馬力を記入すること。

６　(ニ)欄は、その機械又は車両等の車両等の燃料タンクの容量を記入すること。

２　「用途」欄は作業の種類を記入すること。例えば、耕うん、脱穀、掘採、積込み運搬等の別

記 載 上 の 注 意 事 項

１　この計算書は免税証交付申請書又は共同申請明細書に必ず添付すること。


